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武道授業 実践の概要紹介 石川県羽咋市（柔道）

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　
柔
道

　

羽は

咋く
い

市
は
、
昨
年
度
、
文
部
科
学
省
よ
り
「
平
成
23
年
度
中
学
校
武
道
必
修
化
に
向
け
た
地
域

連
携
指
導
実
践
校
」
の
指
定
を
受
け
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
武
道
の
指
導
に
つ
い

て
羽
咋
市
立
羽
咋
中
学
校
で
実
践
研
究
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

羽
咋
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
示
さ
れ
た
「
３
あ
い
＝
学
び
あ
い
、
鍛
え
あ
い
、
育
ち
あ
い
」
を
踏
ま

え
、
地
域
指
導
者
と
体
育
担
当
教
員
の
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
模
索
し
た
、
そ
の
取
組
の
一
端

を
紹
介
し
ま
す
。

石
川
県
羽
咋
市
に
お
け
る

中
学
校
武
道
必
修
化
に
向
け
た
取
組

羽
咋
市
教
育
委
員
会

1

は
じ
め
に

　
石
川
県
羽は

咋く
い

市
は
、
人
口
約
２
万
４

０
０
０
人
。
能
登
半
島
の
基
部
西
側
に

位
置
し
、
ほ
ぼ
中
央
に
広
が
る
邑お
う

知ち

潟が
た

低
地
の
平
野
部
を
囲
ん
で
海
手
山
手
に

人
口
が
集
散
し
て
い
る
。
古
く
か
ら
の

神
社
仏
閣
や
、
世
界
的
に
も
希
少
な
、

車
で
波
打
ち
際
を
走
る
こ
と
が
で
き
る

千ち

里り

浜は
ま

な
ぎ
さ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
が
あ

り
、
歴
史
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
で
あ

る
。
ま
た
、
武
道
で
は
、
柔
道
・
剣
道
・

弓
道
・
相
撲
の
盛
ん
な
地
域
で
、
競
技

団
体
も
組
織
さ
れ
て
い
る
。
相
撲
に
つ

い
て
は
、
日
本
三
辻
と
言
わ
れ
る
唐
戸

千里浜なぎさドライブウエイ

⑵
学
校
の
概
要

の
授
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
の

指
導
者
と
連
携
し
な
が
ら
指
導
法
や
指

導
計
画
の
見
直
し
を
図
り
、
他
校
の
柔

道
指
導
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
、
本
テ
ー
マ
を
設
定

し
た
。

②
取
組
体
制

　
校
内
に
地
域
連
携
指
導
者
推
進
委
員

会
を
設
置
し
、
新
学
習
指
導
要
領
の
趣

旨
を
踏
ま
え
て
円
滑
な
柔
道
の
授
業
が

実
施
で
き
る
よ
う
に
研
修
を
進
め
て
い

っ
た
。

【
委
員
】

　
大
学
の
先
生
、
地
域
の
協
会
代
表
、

地
域
指
導
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
県
教
育

委
員
会
、
市
教
育
委
員
会
、
保
健
体
育

科
教
員
、
本
校
職
員

③
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て

　
新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施
に
向

け
て
、
従
来
の
学
習
内
容
や
単
元
計

画
、
評
価
規
準
の
見
直
し
が
必
要
で
あ

っ
た
。

⑷
研
究
の
実
践

①
年
間
指
導
計
画
の
見
直
し

　
毎
年
、
年
間
指
導
計
画
の
見
直
し
を

行
っ
て
き
た
が
、
柔
道
の
授
業
に
つ
い

て
は
11
月
か
ら
12
月
に
実
施
し
て
き

た
。
寒
い
時
期
で
も
あ
り
、
足
は
冷
た

く
受
け
身
は
余
計
に
痛
く
感
じ
、
消
極

的
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
23
年
度
か

山
相
撲
場
で
神
事
相
撲
が
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
。

⑶
研
究
テ
ー
マ
等

「
活
力
に
満
ち
た
武
道
（
柔
道
）
授
業

の
創
造
～
地
域
指
導
者
と
保
健
体
育
担

当
教
員
の
連
携
の
在
り
方
～
」

①
研
究
テ
ー
マ
設
定
の
ね
ら
い

　
平
成
24
年
度
の
新
学
習
指
導
要
領
の

武
道
必
修
化
完
全
実
施
に
向
け
、
22
年

度
よ
り
、
新
た
に
体
育
の
授
業
を
１
年

生
か
ら
男
女
共
修
と
し
、
柔
道
の
授
業

を
行
っ
て
い
る
。
23
年
度
は
、「
体
力
」

「
心
力
」
の
育
成
を
目
指
し
、
生
徒
一

人
一
人
が
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
柔
道

⑴
学
校
・
地
域
の
特
色
及
び
実
態

　
市
内
の
学
校
は
、
中
学
校
が
２
校
、

小
学
校
は
６
校
あ
る
が
、
少
子
化
の
影

響
を
受
け
て
お
り
、
年
々
児
童
生
徒
数

2

羽
咋
市
立
羽
咋
中
学
校
の
研
究
実
践

が
減
少
し
て
い
る
。

　
本
校
は
羽
咋
市
の
海
側
、
千
里
浜
海

岸
の
近
く
に
位
置
し
、
生
徒
は
４
つ
の

小
学
校
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
。
全
校
生

徒
482
名
、
１
年
生
５
ク
ラ
ス
、
２
年
生

４
ク
ラ
ス
、
３
年
生
５
ク
ラ
ス
か
ら
な

る
中
規
模
校
で
あ
る
。
市
街
地
、農
村
・

漁
村
地
区
、
住
宅
地
な
ど
か
ら
な
り
、

純
朴
な
生
徒
が
多
い
。
武
道
の
部
活
動

で
は
、
柔
道
・
剣
道
・
弓
道
部
が
あ
る
。

相
撲
部
も
大
会
の
た
め
に
臨
時
に
活
動

し
、
参
加
し
て
い
る
。

学校規模 1年 2年 3年 特別支
援学級 計

学級数 5 4 5 3 17

生徒数
男 85 73 82 （2） 240

女 86 75 81 （1） 242

計 171 148 163 （3） 482

地域連携指導者推進委員会

1 年 2 年 3年 計

配当時間 12 12 12 36

地域指導者 2 0 2

生徒数
男 85 73 82 240

女 86 75 0 161

領域：武道　領域内容：柔道（H23）
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ら
実
施
期
間
を
早
め
、
10
月
か
ら
各
学

年
12
時
間
を
実
施
し
、
３
年
間
行
う
も

の
と
し
た
（
別
表
参
照
）。

②
学
習
内
容
と
評
価
規
準
の
見
直
し

　
従
来
行
っ
て
き
た
学
習
内
容
を
、
新

学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
内
容

に
照
ら
し
て
見
直
し
を
行
っ
た
。
新
学

習
指
導
要
領
を
基
に
、「
受
け
身
の
学

習
の
仕
方
を
対
人
技
能
と
一
体
的
に
扱

う
」「
抑
え
込
み
の
条
件
の
提
示
」
な

ど
保
健
体
育
科
教
員
で
見
直
し
を
か

け
、
指
導
主
事
や
大
学
の
先
生
、
地
域

指
導
者
に
指
導
助
言
を
い
た
だ
き
、
評

価
規
準
等
を
作
成
し
た
。

③
指
導
力
の
向
上

　
大
学
の
先
生
２
名
を
招
聘
し
、
指
導

者
講
習
会
を
開
催
。
指
導
者
講
習
会
で

は
、
柔
道
の
歴
史
や
特
性
、
考
え
方
な

ど
の
説
明
後
、
本
校
柔
道
部
員
を
生
徒

に
見
立
て
て
実
技
指
導
を
行
っ
た
。
ま

た
、
柔
道
授
業
に
お
け
る
指
導
資
料
や

指
導
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
県
内
の
先

進
的
な
中
学
校
の
指
導
者
と
情
報
交
換

を
行
っ
た
り
、
県
が
主
催
す
る
武
道
実

技
研
修
会
へ
参
加
し
、
指
導
力
向
上
に

努
め
た
。
さ
ら
に
、
保
健
体
育
科
教
員

で
、
柔
道
の
授
業
の
指
導
法
に
つ
い
て

教
科
研
修
会
や
授
業
参
観
を
実
施
し
、

指
導
改
善
と
指
導
力
向
上
に
努
め
た
。

④
授
業
事
例

【
２
年
生
の
取
組
よ
り
】

　
２
年
生
は
22
年
度
に
柔
道
授
業
を
行

っ
て
い
る
が
、
柔
道
に
対
す
る
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
生
徒
が
多

い
こ
と
が
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
わ
か

っ
た
。
22
年
度
は
、
11
月
後
半
か
ら
寒

い
中
で
の
授
業
で
あ
っ
た
た
め
、
痛
い

イ
メ
ー
ジ
も
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
23
年
度
は
、
地
域
指
導
者
に
、

柔
道
は
基
本
動
作
が
で
き
て
い
れ
ば
安

全
だ
と
い
う
こ
と
を
実
際
に
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
た
だ
き
、
受
け

身
の
重
要
性
に
つ
い
て
再
認
識
さ
せ

た
。
内
容
に
つ
い
て
は
１
年
次
の
学
習

内
容
を
基
に
、
新
た
な
技
能
の
習
得
に

努
め
た
。

ア
　
既
習
技
能
の
復
習

　
１
年
次
に
学
習
し
た
技
能
も
、
１
年

経
つ
と
帯
の
結
び
方
や
、
基
本
動
作
・

受
け
身
等
を
忘
れ
て
い
る
生
徒
が
多
か

っ
た
の
で
復
習
と
確
認
を
行
っ
た
。

イ
　
投
げ
技
と
受
け
身

　
投
げ
技
の
体
さ
ば
き
・
崩
し
と
関
連

さ
せ
、
一
連
の
動
き
の
中
で
受
け
身
を

取
る
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
さ
せ
、
投

げ
技
、
受
け
身
に
取
り
組
ん
だ
。

ウ
　
視
聴
覚
機
器
の
使
用

　
新
し
い
技
の
説
明
や
ポ
イ
ン
ト
を
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
用
し
、
繰
り
返
し
学
習
し

た
。
地
域
指
導
者
の
先
生
が
来
校
で
き

な
い
日
は
、
特
に
有
効
で
あ
っ
た
。

エ
　
投
げ
技
、
固
め
技
の
学
習

　
投
げ
技
の
学
習
に
つ
い
て
は
、
約
束

練
習
、
自
由
練
習
と
進
め
、
ま
ず
は
持

っ
て
い
る
力
で
攻
防
を
楽
し
み
、
新
た

な
技
能
を
習
得
し
、
更
に
攻
防
を
展
開

互
い
に
技
能
を
高
め
合
う
こ
と
が
で
き

た
。

体
育
部
会
に
お
け
る
研
修
会
の
充

実
を
図
り
、
授
業
改
善
や
新
学
習
指

導
要
領
の
要
点
に
つ
い
て
の
確
認
、

更
に
は
単
元
計
画
や
評
価
規
準
の

見
直
し
が
で
き
た
。

○
生
徒
の
事
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

や
、
感
想
の
中
に
「
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
嬉
し
い
」「
楽
し
か
っ
た
」「
少

し
は
礼
儀
正
し
く
な
っ
た
と
思
う
」

な
ど
が
評
価
と
し
て
表
れ
、
指
導
者

の
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。

を
行
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
内
で
役
割
分
担

や
学
習
の
「
学
び
合
い
」
を
行
い
、
お

3

研
究
の
成
果

実技指導で指導力の向上

ＤＶＤで技を学ぶ 投げ技を磨く

⑴
生
徒
の
変
容

「
生
徒
一
人
一
人
が
意
欲
を
持
っ
て
取

り
組
め
る
柔
道
の
授
業
に
つ
い
て
」

○
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
柔
道
に
対
し

て
授
業
前
と
授
業
後
で
は
、
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
が
減
少
に
転
じ
て
い

る
。

○
先
進
校
の
取
組
か
ら
、
足
の
動
き
方

を
示
し
た
シ
ー
ト
の
活
用
は
理
解

し
や
す
く
、
生
徒
自
ら
が
意
欲
的
に

学
習
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

○
地
域
の
指
導
者
を
招
聘
し
た
指
導
に

よ
っ
て
、
生
徒
の
興
味
関
心
が
高
ま

り
、
技
能
に
つ
い
て
も
よ
り
よ
く
理

解
で
き
た
様
子
だ
っ
た
。

○
受
け
身
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
単
調

な
受
け
身
学
習
で
は
な
く
、
投
げ
技

の
取
り
と
受
け
を
意
識
さ
せ
、崩
し
・

体
さ
ば
き
と
関
連
さ
せ
一
連
の
動

き
で
学
習
さ
せ
た
こ
と
で
意
欲
的

に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
た
。

⑵
指
導
者
の
変
容

「
保
健
体
育
科
教
員
の
柔
道
指
導
力
の

向
上
に
つ
い
て
」

○
柔
道
指
導
者
研
修
会
へ
の
参
加
、
大

学
の
先
生
か
ら
の
助
言
、
日
々
の
地

域
指
導
者
と
連
携
し
た
授
業
展
開

に
よ
り
技
能
習
得
や
効
果
的
な
授

業
を
行
う
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
や
知

識
を
構
築
で
き
た
。

○
本
校
は
各
学
年
複
数
の
ク
ラ
ス
が
あ

る
の
で
、地
域
指
導
者
の
指
導
は
１
、

２
年
各
一
ク
ラ
ス
を
指
導
対
象
と

し
た
。
そ
の
指
導
を
参
考
に
、
他
の

ク
ラ
ス
で
本
校
教
員
が
指
導
実
践

す
る
こ
と
で
指
導
力
向
上
の
取
り

組
み
が
で
き
た
。

○
指
導
主
事
を
要
請
し
、
校
内
の
保
健

　
地
域
指
導
者
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

今
回
地
域
の
柔
道
協
会
へ
依
頼
し
た
。

柔
道
協
会
か
ら
は
、
青
少
年
に
対
す
る

指
導
経
験
が
あ
り
学
校
の
授
業
時
間
に

合
わ
せ
て
時
間
の
融
通
が
と
れ
そ
う
な

指
導
者
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
指

す
る
流
れ
で
行
っ
た
。

オ
　
簡
易
試
合
の
学
習

　
学
習
を
進
め
る
中
で
、
対
人
技
能
が

高
ま
る
に
つ
れ
自
由
練
習
の
時
間
を
多

く
取
り
、
グ
ル
ー
プ
内
で
簡
易
な
試
合

4

課
題
と
今
後
の
展
望

地域指導者によるポイント指導

危険

痛い

こわい

むずかしい

力持ち

体の大きい

男子がする

強くなれる

さわやか

かっこいい

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

事前1年生　事前事後対比 事後
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導
者
は
民
間
企
業
と
団
体
職
員
の
２
名

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
を
訪
問
し
、
事

業
へ
の
理
解
と
職
員
の
派
遣
を
お
願

い
し
た
。
し
か
し
、
学
校
の
希
望
す
る

時
間
す
べ
て
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
調
整
し
な
が
ら
事
業
を
行
っ
た
。

仕
事
の
合
間
に
指
導
に
来
て
い
た
だ
く

関
係
も
あ
り
、
事
前
・
事
後
の
打
合
せ

は
短
時
間
と
な
っ
た
が
、
指
導
を
行
う

上
で
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

　
今
後
は
地
域
連
携
指
導
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
学
校
教
育
に
理
解
が
あ
り
学

校
の
授
業
時
間
に
都
合
が
つ
く
方
、 

柔

道
経
験
だ
け
で
な
く
指
導
経
験
の
あ
る

方
な
ど
、地
域
指
導
者
の
確
保
や
事
前
・

事
後
の
打
合
せ
時
間
の
十
分
な
確
保
が

課
題
で
あ
る
。

　
一
つ
の
方
策
と
し
て
、
退
職
教
員
の

柔
道
指
導
者
を
地
域
指
導
者
と
し
て
活

用
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

人
数
も
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
柔
道
の
み
な
ら

ず
、
武
道
全
体
に
言
え
る
と
推
測
す

る
。
地
域
指
導
者
の
発
掘
も
必
要
で
あ

る
が
、
保
健
体
育
科
教
員
が
日
々
研
鑽

し
指
導
力
を
向
上
さ
せ
、
自
信
を
持
っ

て
指
導
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
夏
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
は
様
々
な

競
技
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
日
本
選
手

の
活
躍
に
心
躍
っ
た
。
中
で
も
女
子
柔

道
57
㎏
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
地

元
石
川
県
出
身
の
松
本
薫
選
手
の
戦
い

ぶ
り
に
は
、勇
気
と
感
動
を
も
ら
っ
た
。

試
合
前
に
見
せ
る
気
迫
の
こ
も
っ
た
表

情
、
全
身
に
み
な
ぎ
る
闘
志
は
、
武
道

家
と
し
て
の
魂
そ
の
も
の
で
あ
り
、
感

動
を
覚
え
た
。子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

柔
道
へ
の
憧
れ
が
さ
ら
に
膨
ら
む
貴
重

な
機
会
だ
っ
た
と
実
感
し
て
い
る
。

　
今
後
、
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た

「
武
道
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
相
手

を
尊
重
し
伝
統
的
な
行
動
の
仕
方
を
守

り
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」

よ
う
、
心
・
技
・
体
の
充
実
を
め
ざ
し

た
柔
道
指
導
に
努
め
た
い
。

5

お
わ
り
に

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

簡易な試合を楽しむ

①本時のまとめ　　②整理体操　　③整列・挨拶　　④柔道衣片づけ

授

業

展

開

ねらい

時間

課題 投げ技・刈り系の技を身に付ける 得意技をつくる

めあて①
約束練習・自由練習　（今まで既習した技で攻防を楽しむ）

めあて②
簡易試合

オリエンテーション
既習学習の確認

0

10

15

30

45

50

めあて②
新たな技を身に付ける

①整列・挨拶　　　②準備体操・補強運動　　③受け身（体さばきと関連させて）　　④固め技（自由練習）　　⑤本時の課題・活動の確認

(1)柔道に積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守ろうとすること、分担した役割を果たそうとすることなど
や、禁じ技を用いないなど、健康・安全に気を配ることができるようにする。
(2)課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。
(3)柔道では、相手の動きに応じた基本動作から、基本となる技を用いて、投げたり抑えたりするなどの攻防を展開できるようにする。
(4)柔道の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技の名称や行い方、関連して高まる体力などを理解できるようにする。

相手の動きに応じ
て技をかける

上四方固
めを身に
付ける

①柔道の
歴史や特
性の確認

②学習の
ねらいと
授業の進
め方

③既習学
習の確認・
基本動作・
受け身・
固め技

既習学習
の確認

投げ技
・膝車
・支え釣
り込み足
・体落とし
・大腰

受け身も
関連して
行う

　　　めあて
前後、横の動きに
応じて技をかける

　　　　投げ技
支え系
　・膝車
　・支え釣り込み足

まわし系
　・体落とし
　・大腰

　　　約束練習

受け身も関連し技
に応じた受け身

自由練習
受け身も関連して

約束練習
受け身も関連して

固め技
・上四方
固め

刈り技系
・小内刈り
・大外刈り

受け身は、後ろ受け身

自分の得意技を
つくろう
・支え系　・まわし系
・刈り系

簡易試合

・既習した、投げ技
・固め技を使って攻
防を楽しむ

・簡易な審判方法を
理解する

・まとめ（ふりかえり）

別表　種目（柔道　２年生）単元指導計画

向
井
幹
博
（
む
か
い

　み
き
ひ
ろ
）
著

公
益
財
団
法
人
講
道
館
道
場
指
導
部
課
長

〈
目
次
〉

第
１
部
　
解
説
編

　
第
一
章
　
少
年
柔
道
は
柔
道
指
導
の
原
点

　
第
二
章
　
基
本
動
作
の
指
導

　
第
三
章
　
技
の
指
導

　
第
四
章
　
教
育
の
中
の
柔
道

　
第
五
章
　
指
導
の
工
夫

　
第
六
章
　
少
年
規
定
の
変
遷
と
問
題
点

　
第
七
章
　
柔
道
の
安
全
指
導

　
第
八
章
　
東
日
本
大
震
災
へ
の
講
道
館
の
対
応

　
第
九
章
　
少
年
柔
道
の
未
来
の
た
め
に

第
２
部
　
実
技
編

　
第
一
章
　
礼
法
の
指
導

　
第
二
章
　
受
け
身
の
指
導

　
第
三
章
　
基
本
動
作
の
指
導

　
第
四
章
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
の
指
導

　
第
五
章
　
柔
道
の
練
習
法

　
第
六
章
　
投
技
の
指
導

　
第
七
章
　
固
技
の
指
導

　
少
年
柔
道
指
導
の
現
場
で
役
に
立
つ
好
評
連
載
を
単
行

本
化
。
付
録
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
、写
真
で
は
伝
わ
り
に
く
か
っ

た
部
分
を
映
像
で
紹
介
。

　
ま
た
、
少
年
柔
道
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
点
を
、
講
道

館
所
蔵
の
柔
道
文
献
か
ら
、
解
決
の
糸
口
を
探
っ
て
い
く
。

日本武道館の最新刊

Ａ
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判
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付
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頁
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円

役
に

立
つ

少
年
柔
道
指
導
法

収
録
時
間
１
７
０
分
を
超
え
る

解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
属
！

役
に

立
つ

少
年
柔
道
指
導
法
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博


